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仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
小
田
嶋 

な
つ
み

　
「
み
ち
の
く
の　

つ
つ
じ
が
丘
の　

く
ま
つ

づ
ら　

辛
し
と
妹
を　

け
ふ
ぞ
知
り
ぬ
る
」。

こ
れ
は
、
平
安
時
代
の
歌
人
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

仲な
か
ひ
ら平

が
詠
ん
だ
歌
で
す
（『
古
今
和
歌
六
帖
』
よ

り
）。
榴
ケ
岡
は
、「
躑
躅
岡
」
と
も
表
し
、
古

く
か
ら
歌
枕
に
詠
ま
れ
る
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
仙
台
城
下
の
東

の
端
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
以
降
は
「
榴
ケ

岡
」
も
し
く
は
「
榴
岡
」
と
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
榴
」
は
本
来
「
ざ
く
ろ
」

と
読
み
、「
山
榴
」
と
書
い
て
「
や
ま
つ
つ
じ
」

と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
「
榴
（
つ
つ
じ
）」
と
読

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）、
仙
台
藩
四
代

藩
主
・
伊
達
綱
村
は
、
こ
の
榴
ケ
岡
に
生
母

浄
眼
院
（
三
沢
初
子
）
の
菩
提
を
弔
う
た

め
、
彼
女
が
生
前
い
つ
も
身
に
付
け
て
い
た

と
い
う
小
さ
な
釈
迦
如
来
像
を
本
尊
と
し

て
釈
迦
堂
を
建
立
し
ま
し
た
（
釈
迦
堂
は

昭
和
四
十
八
年
に
孝
勝
寺
に
移
さ
れ
ま
し

た
）。
そ
し
て
、
そ
の
南
側
に
馬
場
、
的
場
を

設
け
、
馬
場
の
周
囲
に
は
、
京
都
か
ら
取
り

寄
せ
た
枝し

垂だ
れ

桜ざ
く
ら

を
数
百
株
植
え
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
桜
の
馬
場
」
と
称

さ
れ
、
貴
賤
老
若
の
区
別
な
く
多
く
の
人
々

が
親
し
む
城
下
の
憩
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
歌
枕
に
詠
ま
れ
た
ツ
ツ
ジ
の
名

所
、
榴
ケ
岡
は
、
桜
の
名
所
へ
と
変
貌
を
遂

げ
ま
す
。
榴
ケ
岡
の
花
見
の
歴
史
は
、
こ
の

時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
榴
ケ
岡
花
見
図
屛
風
（
図
１
、２
）」
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
榴
ケ
岡
の
風
景
を
中
心

に
、
当
時
の
人
々
が
花
見
を
楽
し
む
様
子
が

描
か
れ
た
屛
風
絵
で
す
。
画
面
上
部
に
馬
場

や
桜
並
木
、
下
部
右
に
神
明
社
、
下
部
左
に

は
天
神
社
（
現
在
の
榴
岡
天
満
宮
）
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
桜
の
馬
場
周
辺
で
は
、
た
く

さ
ん
の
人
々
が
思
い
思
い
に
、
春
の
ひ
と
時

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
花
見
の
時
期
は
、茶
屋
、

見
せ
物
小
屋
、
露
店
な
ど
が
立
ち
並
び
、
榴

ケ
岡
は
大
層
賑
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
満
開
の

桜
の
も
と
で
、
緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

を
敷
き
、
黒
漆
の
大

き
な
重
箱
や
岡
持
ち
か
ら
野
弁
当
を
取
り
出

し
て
、
酒
宴
を
催
し
て
い
る
様
子
も
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
も
昔
も
、
春
の
訪
れ
に

心
を
躍
ら
せ
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
よ
う

で
す
。
武
士
も
町
人
も
一
緒
に
な
っ
て
花
見

を
楽
し
む
様
子
は
、
母
の
徳
を
後
世
ま
で
多

く
の
人
々
に
伝
え
た
い
と
願
っ
た
、
綱
村
の

想
い
の
賜
物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

仙
台
市
博
物
館
で
は
、
六
月
十
六
日
ま
で
、

こ
の
「
榴
ケ
岡
花
見
図
屛
風
」
を
展
示
し
て

お
り
、
三
百
年
前
の
榴
ケ
岡
の
花
見
の
様
子

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歴
史
を
知
れ
ば
、

榴
ケ
岡
で
の
花
見
が
よ
り
い
っ
そ
う
楽
し
め

る
は
ず
で
す
。

　

春
爛
漫
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
桜
に
染
ま
る
杜
の
都
を
見
つ
け
に

出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

い
に
し
え
の
歌
枕
の
地

ツ
ツ
ジ
の
名
所
か
ら
桜
の
名
所
へ

図２　桜のもとで酒宴を楽しむ人々。 
　　  「榴ケ岡花見図屛風」
　　　（図1の一部を拡大したもの）

第4回

榴
ケ
岡
の
花
見

【特別展観覧料】一般・大学生1,300円（前売1,100円）、高校生700円、
　　　　　　　小・中学生 500円
※10名以上の団体は当日料金から各100円引き。このほか各種割引があります。

【開館時間】9:00～16:45（入館は16:15まで）
【会期中の休館日】毎週月曜日（4/29、5/6は開館）、5/7（火）

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター ＠sendai_shihaku ▶博物館HP 検 索仙台市博物館 ⬅

猫は昔から日本人が深く親しんできた動物です。本展では江戸時代
に巻き起こった「猫ブーム」の様子を、歌川国芳の浮世絵や、絵入り
本、土人形などを通して紹介します。

４月19日（金）～6月9日（日）
●東日本初開催！●

▶４月の休館日　毎週月曜日（29日は開館）※GW期間(4/27～5/6)は毎日開館します。
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※

全
て
個
人
蔵

藤崎、仙台三越、チケットぴあ（Pコード：769-478）、
ローソンチケット（Lコード:22231）、セブン
チケット、イープラス、イオン仙台店、
イオン仙台中山店、イオン仙台幸町店、
イオン利府店、イオン富谷店、イオン
名取店、イオン多賀城店、イオン
石巻店、イオンスタイル仙台卸町、
金港堂本店、金港堂泉パークタウン店、
紀伊國屋書店仙台店、仙台市博物館
ミュージアムショップ、ミヤギテレビ
事業部（022-215-7700：平日
10時～18時）

前売券は4/18まで好評発売中！
（一般・大学生のみ） 特別展予告

花
見
を
楽
し
む
人
々

図１ 仙台市指定文化財「榴ケ岡花見図屛風」　仙台市博物館蔵


